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C 145 水煮､加齢に和7る各殖議脂介魂鼠にワい７

　　　　東然収政人眼政　o加籐和与　珂糾フ- ･'子

〔(社)日本家政学会

　a的　油脂．酸敵こ眼ずゐ湖呪ぼ保存|ごよる自動醸μ尽P^'楊T物･炒め棚こお･ﾌﾞる机織

柘にっいて与され忙もの炉勾しゝヽ-‘方、倫密でば．水煮.炒め煮､uと;如吻とともに長時闇

煮山1)嬬)掻が茅）る.一眼に、不総和啄肪鹸参号の^い構物油l3、酸敗l 々すぃことが知ら

れている・･そこでヽ、販肪織鳶成、芙Uるふ雌の祁函i.備唾め啄哨条件|C£か7で火煮し、
政敗及t潮吏レ雌j

　方疾　if 販のサッグ油z趨しりつタブー油とrj仁ね・乙うもろ＝.し珀)､マーガリンZ畑

(軟質々－^゛リンt凍管マーis-･リン;./ぴ一色弗斌によ･; ダキ･しかしz 、がスフロマトプ

ラフ＼り叫て廂鴫瞳狐成tみた．次いで、各珀咄lこ水t加えZ 卯tて･4 時眼加鵬し、時間

卵限遠＼-件うP OV、丁QA値乞渕^^i 仁．求いでヽ、リノー/し油嘉肴・參､ヽ2種のすクタ"

珀にりいてヽ酔靴|<A 自勣暁兇、炒め加杷乙よる結線£. シa りが乖加の働響y乙nいて、
鴫繊．袱對乞如乃化．

　結集　リノーIし喊号＼^、サフラワー油ヵヽ勿外・顕若にりく‥浚^ヽ･&Uごね■ どうもう

こレ油ひ^lφ^ヽ軟質マーガリン, 瀕啖マ，かリン|こわがφ但あソ，/リー中にも

る・こ.れりの珀脂りく溝-^ると･、加熟啼鼠制帰逼に件って、Foｱ

3必徴め

油φヽ啜蒼-6・こ.れりの紹冊とぷ泰'^ると･、加原阿訊偽鮮混.に件って、? oｱ＼-^･サフラワ- 油｀銀t

に増加し、滉いでヽi3･叱ね・と.うもうこ.し油となり、ヽ*ヲーi^な貳'lヽ生か島い・r&A値a、

い･れのサラダ'珀むマー分りこノ、|刻－より鼎い値と肩･ﾘ、リノー/レ醸膚着が膚iヽヽ励≪、
太
;1

においI も醸敗レ々恥し求りつr珀r- ショウガ色加えて米煮f ると､醸靫iき抑削さ

机るか㈲參t歌刮隻のもの、炒め加削隻のも(7^ig、ﾄﾞ、ゑ申に練敗か、薇弟ic画くなる．

C 146 享味大根<n･辛味の冊練I-フヽ□
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　β的　安< *ヽタ系卸It おヽべの々ま湊if れ, 莱味い．^ 'ft用I- 携い･･T そた乎味大蔵･こ

フヽヽ■?，食りし食味上の碕質をの関連岩明ろ々ヽn すりK めら孚味大根の瓦分の一般希

浙, 食味苫μ声すI りをえりμ3遠島椎，ホ,レ■£つレ叱家糸. カルシウム，マグキシクA

れ．乙，摩味我々の分新いnヽヽ- 肴首大蔵の各部位を比較レ，次ヽ心り能被査り{
■,
r=．

　方瓜　欠^

選元糖i?しA y・i. A ノソ冰，ホ1し毛- /レ鯉寥｡まrtポルt －/レ瑞気汰，ゐluシク（マグ

子クウA lいレート涌泉域r良重した。一報涙み・々析fi，弗μヽI-良，いわね. >K r^,

大怒のf :f m 5 倍の'くお佃£X 摩砕しk ぎのを縛希V 濾過し，殖濠に同重刀 X=- 。四加

i, ■?4時間振まレZ X －テノレノ魯き～Uし, 騏,水痕3: - テ/レi "gゑし<: 々リクロマトrリフ

μ0* かスク･a マトクリ7 直甜質重治斯訂■r^味政力・同足，%-t. りわ鳶。

　辞釆　平味大根4，青首大根・･4t部位^ 丿水弁，還元糖祚少々<，槽質，tz乙tr’く質

薦軋オヽ/･･モー/レ態｡変転･ケルシウA ，マグ乎'^タムば. 肯首大概の冷部位よ') 恥ヽ。
^大蔵・乎味島分i. I
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チ/レナオーｊ7"f ニ,りソンア子--トj ^え£.た．ぞり

'/Vア々－ト心り,肯首大根めそ味i^亦r ifh･3 *＼",イソyア子－トの^t （刺
青首大根よソ雌溥に今ヽヽ。^能旅査oμ県，平泳大根;J貴省大根よy^i^にわヽ.
4､ば^杯峠，夭･ﾌやきha え尺'), ／時間以上･玖置．t3 と肩恚に減少ずi．


